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P２～４　住民が主役のまちづくり
　　　　  御宿町まち・ひと・しごと創生総合
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基
本
目
標
Ａ
「
地
域
産
業
の
創
生
と
雇

用
の
拡
大
」
で
は
、
御
宿
の
主
産
業
で
あ

る
観
光
業
を
中
心
に
、
地
域
を
支
え
る
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
資
源
（
強

み
）
を
生
か
し
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
商
工
業
等
の
振
興
策
で
は
、
地

域
産
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
を
図
る
た

め
、
各
種
産
業
の
従
事
者
等
が
主
体
と

な
っ
た
取
組
み
を
支
援
す
る
ほ
か
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
人
材
の

育
成
・
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
農
・
水
産
業
の
振
興
で
は
、
新

規
就
労
者
対
策
を
は
じ
め
、
御
宿
ブ
ラ
ン

ド
の
構
築
か
ら
販
売
に
向
け
た
各
種
取
組

み
、
農
水
産
資
源
の
安
定
的
な
管
理
体
制

の
構
築
な
ど
、
各
種
団
体
が
連
携
し
た
取

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

御
宿
町
の
人
口
の
転
入
・
転
出
の
状
況

を
み
ま
す
と
、
若
い
年
代
の
大
幅
な
転
出

超
過
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
60
歳
前
後
の
年

代
で
は
転
入
超
過
が
見
ら
れ
ま
す
。
町
で

は
、
こ
の
傾
向
を
生
か
し
、
基
本
目
標
Ｂ

「
移
住
促
進
と
交
流
人
口
の
増
加
」
を
設

定
し
ま
し
た
。

住民が主役のまちづくり
御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定

　町では、人口減少対策に力点を置いた御宿創生に関する事業をとりま
とめた「御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。
　御宿町総合戦略は、住民主導による取組みを中心に、様々な団体の連
携によってまちづくりを進めていく計画です。
　今月号では、御宿町の人口に関する将来展望と御宿創生に向けた５つ
の基本目標を紹介します。

　

御
宿
町
へ
の
移
住
・
定
住
化
の
促
進
で

は
、
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
な
ど
に
対

す
る
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
や
お
試
し
暮
ら

し
滞
在
費
補
助
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用

の
ほ
か
、
総
務
省
や
各
種
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
移
住
情
報
の
発
信
な
ど
も
合
せ
て

総
合
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
御
宿
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

の
保
全
・
活
用
と
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活

環
境
づ
く
り
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く

ほ
か
、
大
学
と
の
連
携
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
中
で
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

基
本
目
標
Ｃ
「
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
き
め
細
か
い
子

育
て
環
境
の
充
実
に
加
え
、
（
仮
称
）
お

ん
じ
ゅ
く
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
や
就
労
し

て
い
る
親
の
子
育
て
負
担
の
軽
減
な
ど
、

子
育
て
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
浜
資
源
を
活
用
し
た
体
験
学

習
や
地
域
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
た
ふ
る

さ
と
学
習
、
野
沢
温
泉
村
と
の
海
と
山
の

子
交
流
事
業
な
ど
、
御
宿
町
な
ら
で
は
の

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

移
住
促
進
と
交
流
人
口
の
増
加

地
域
産
業
の
創
生
と

雇
用
の
拡
大

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
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基
本
目
標
Ｄ
「
高
齢
者
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
で
は
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
的
に
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
ち
の
特
性
に
応

じ
た
様
々
な
支
援
事
業
に
取
り
組
む
ほ

か
、
御
宿
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
※
）
構
想
の
策

定
に
係
る
検
討
を
進
め
ま
す
。

※
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
：
（
都
会
の
高
齢
者
が
地

方
に
移
住
し
、
健
康
状
態
に
応
じ
た

継
続
的
な
ケ
ア
環
境
の
下
で
自
立
し

た
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
地
域
共
同
体
）

　　

基
本
目
標
Ｅ
の
「
好
循
環
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
ま

し
た
「
雇
用
」
、「
人
の
流
れ
」
、「
子
育

て
」
、「
高
齢
者
の
安
心
」
の
４
つ
の
柱
を

支
え
る
基
本
目
標
と
し
て
設
定
し
ま

し
た
。

　

地
域
の
生
活
基
盤
の
整
備
や
総
合
的
な

防
災
力
の
充
実
な
ど
、
地
域
を
支
え
、
好

循
環
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

 

「
御
宿
創
生
」
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ

く
り
に
、
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
よ

う
と
、
町
で
は
学
生
と
住
民
と
が
自
由

に
意
見
を
出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
継
続
的
に
行
う
こ
と

に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
や
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

▲千葉工業大学の学生と行ったワークショップの様子

高
齢
者
が
安
心
し
て

　
　住
み
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り

学
生
の
発
想
を
取
り
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り

好
循
環
を
支
え
るまち

づ
く
り

 　　　「御宿創生」　御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略 　　　
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　　　「御宿創生」　御宿町人口ビジョン 　　　

　

御
宿
町
の
総
人
口
は
、
１
９
５
５
年
の
町

村
合
併
時
の
９
，
７
５
３
人
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
減
少
し
、
２
０
１
０
年
に
は
７
，
７

３
８
人
に
な
り
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
（
社
人
研
）
に
よ
る
と
２
０
４
０

年
に
は
４
，
７
１
５
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

御
宿
町
に
お
け
る
出
生
と
死
亡
の
関
係
を

み
る
と
、
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
状
態

が
続
い
て
お
り
、
自
然
増
減
（
出
生
―
死

亡
）
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

御
宿
町
の
人
口
の
状
況

人
口
の
将
来
展
望

御宿町の将来展望
≪目指すべき将来の方向≫
①子育て世代が安心して子育てできるまち
づくり
②まちの魅力をアップさせ移住・定住し
たくなるまちづくり
③観光を軸とした雇用創出のまちづくり
・目標人口：２０４０年　５，２００人
・目標老年人口比率：２０４０年以降

５２％以下

　

一
方
で
、
社
会
増
減
（
転
入
―
転
出
）
は

プ
ラ
ス
の
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
口
の
減
少
幅
は
近
隣
の
自
治
体
に
比
べ
緩

や
か
な
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
自
然
増
減
（
出
生
―
死
亡
）
の

差
が
広
が
り
、
社
会
増
（
転
入
増
）
の
状
況

が
変
わ
れ
ば
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
加

速
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

御
宿
町
の
人
口
に
関
す
る
現
状
把
握
や
将

来
推
計
等
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
町
で
は

次
の
と
お
り
目
標
人
口
を
定
め
ま
し
た
。

御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）
策定に関する意見・提言の結果を公表します
　御宿町では、御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）について、お知らせ版や
ホームページで意見公募（パブリックコメント）を行いました。その結果、７人の方から
意見が寄せられました。
　貴重なご意見をありがとうございました。
　いただきましたご意見及び町の考え方については、町のホームページ、または、以下の
場所で閲覧できます。

〇閲覧場所：御宿町役場　企画財政課（４階②窓口）、町公民館窓口
〇問い合わせ：企画財政課　ＴＥＬ  ６８−２５１２

［人口の将来展望］

御宿町の将来展望

社人研推計

合計特殊出生率
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　町では、皆さんが笑顔で健康な暮らしができるように色々な仕事を行っています。町税は、こ
れらの仕事を進めるうえで中心となる最も重要な財源です。皆さん一人ひとりに納めていただい
た税金が、御宿町のまちづくりの原動力となっています。
　税金とのかかわり　
 「税」は皆さんの日常生活に深くかかわっています。町を豊かにする農林水産観光費を含め、道
路や小中学校の整備、消防、ゴミの収集、福祉や出生届等の受付など、個人や民間だけではまか
なうことができない公共サービスや公共施設等あらゆる分野で有効に活用されています。
　税の仕組みと使いみち　
　町税とは、町に納める税金の総称で「町民税」「固定資産税」「軽自動車税」「たばこ税」な
どがあります。これに対して「所得税」や「消費税」など国に納める税金を国税、「県民税」や
「自動車税」など県に納める税金を県税と言います。
　平成２６年度の町税収入総額は９億１，９４０万２千円で、歳入総額の２６.９％となっていま
す。このうち町民税（所得に応じて負担）は３億２，５４４万２千円、固定資産税（資産の価値
に応じて負担）は５億４，０７８万１千円で、この２つで町税全体の約９４％を占めています。
皆さんに納めていただいた税金を１人当たりに換算すると１１万７，５１０円になります。

問い合わせ　税務住民課　税務班　　ＴＥＬ　６８−６６９２

※平成27年3月31日現在人口（7,824人）で算出

町税のつかいみち

知っていますか？税金のしくみ

5

Onjuku 2015.11



百歳おめでとうございます

御宿・岩和田保育所　運動会

　今年度は４名の方が百歳を迎えられました。
　１０月６日（火）、町長と夷隅健康福祉センター長が皆さんのご自宅を訪
問し、お祝いとして町からの金一封と、内閣総理大臣からの銀杯及び賞状を贈呈しました。

　１０月１７日（土）、御宿・岩和田保育所の運動会が行わ
れました。
　５歳児の親子競技「ハッピーハロウィン」では、園児たち
が相談してチーム分けを行い、４月から入学する御宿小チー
ムと布施小チームに分かれて競技を実施しました。

▲町長からお祝いを手渡す様子

▲親子で楽しく競技に参加しました

外川  まさよ  さん

吉野  なか  さん

岡﨑  キヨシ  さん

市東  袈三郎  さん
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高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

吉
野  

長
康  

さ
ん

　

吉
野
先
生
は
、
御
宿
町
に

お
い
て
50
年
以
上
診
療
に

従
事
さ
れ
、
ま
た
御
宿
小
学

校
、
岩
和
田
小
学
校
、
御
宿

中
学
校
の
学
校
医
を
務
め
、

定
期
健
康
診
断
や
健
康
相
談

な
ど
に
お
い
て
、
丁
寧
で
的

確
な
指
導
・
助
言
を
行
い
、

学
校
保
健
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

長
年
学
校
保
健
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

消
防
防
災
功
労

御
宿
町
消
防
団
団
長

小
川

　征  

さ
ん

　

小
川
さ
ん
は
昭
和
47
年
に
御
宿
町

消
防
団
団
員
を
拝
命
し
て
以
来
、43

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の

安
全
確
保
の
た
め
献
身
的
に
消
防
団

活
動
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
団
長
に
就
任
さ
れ

て
か
ら
は
、
積
極
的
に
教
育
訓
練

事
業
の
充
実
等
に
取
組
み
、
ま
た

消
防
団
員
の
確
保
や
組
織
体
制
の

見
直
し
、
地
域
と
の
連
携
強
化
等

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
は
（
財
）
千
葉
県

消
防
協
会
副
会
長
等
の
要
職
を
務

め
、
県
内
の
消
防
防
災
力
の
強
化

に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
功
労
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

神
定  

善
男  

さ
ん

　

神
定
さ
ん
は
昭
和
45
年
に
御

宿
町
消
防
団
員
を
拝
命
し
て
以

来
、
44
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

旺
盛
な
責
任
感
と
正
義
感
を

も
っ
て
消
防
思
想
の
高
揚
に
つ

と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
災
害
現
場
に
お

い
て
も
、
副
団
長
と
し
て
団
長

を
支
え
な
が
ら
団
員
へ
的
確
な

指
示
を
す
る
な
ど
、
そ
の
手
腕

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
消
防
振

興
発
展
と
地
域
住
民
の
生
命
・

財
産
の
安
全
確
保
に
寄
与
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
こ
の
た
び
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
功
労

御
宿
町
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ

保
存
会

　

御
宿
町
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保

存
会
は
平
成
11
年
に
発
足

し
、
国
の
天
然
記
念
物
「
ミ

ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
」
の
生
息
地
の

草
刈
り
、
清
掃
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
定
期
的
な
見
回

り
や
監
視
活
動
に
よ
り
、
違

法
捕
獲
等
に
対
し
て
指
導
、

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
年
の
環
境
保
全
・
保
護

活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た

び
の
受
賞
と
な
り
、
会
長
の

渡
辺
晴
雄
さ
ん
が
表
彰
状
を

受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

叙　勲

千葉県功労者表彰
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ピックアップ防災 Vol.36

煙道火災を防止しよう
　近ごろ、薪ストーブの流行により、煙道火災が発生する可能性があります。
　煙道火災は、煙突内部に付着するタール（ヤニ）に着火して煙突内部が燃え上がる現象を言い
ます。これが起きると煙突の表面温度が上昇し、周囲の可燃物を熱し火災にいたる危険性があり
ます。
　煙道火災を起こさないためにも、こまめに煙突内の清掃を行いましょう。

全国統一防火標語
　　「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

問い合わせ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　予防課　
　　　　　　ＴＥＬ　８０−０１３２

応急手当普及員講習を実施します
　以下のとおり応急手当普及員講習を実施します。受講を希望される方はお申込みください。
・講習種別　応急手当普及員講習Ⅰ
・日時　平成２８年３月１４日（月）～１６日（水）連続３日間
　　　　８：３０～１７：３０
・場所　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　２階会議室
　　　　夷隅郡大多喜町船子７３番地２
・対象　御宿町、いすみ市、勝浦市、大多喜町の事業所（学校を含む）、自主防災組織その他の
　　　　消防防災に関する組織
・内容　主として、事業所の従業員又は防災組織等の構成員に対して行う応急手当の普及指導に
　　　　従事する指導者の育成
・定員　３０名（先着順）
・受講料　無料
　　　　　※ただし、講習で使用する教科書を書店等で直接購入してください。（消防本部では
　　　　　　販売していません。）
・申込方法　平成２８年１月２９日（金）１７：００までに、以下の申込先へ電話でお申込み
　　　　　　ください。
※詳しくは、夷隅郡市広域市町村圏事務組合ホームページにも掲載されています。
・申込・問い合わせ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　消防本部　警防課
　　　　　　　　　　ＴＥＬ　８０−０１３３（直通）
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　整骨院や接骨院などの柔道整復師の施術を受ける場合、国民健康保険が使えるものは、一定の条件を
満たす場合に限られていますので、ご注意ください。

ちば国保月間とは・・・国民健康保険制度の啓発と保険税（料）の納付意識の高揚を図る強化月間です。

　国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療にかかることができるように、みんなで
助けあう制度です。この医療費の主な財源は、加入者の皆さまが納めている国民健康保険税（国保
税）が使われています。このため、国保税の納め忘れにご注意いただき、国民健康保険の健全な運
営にご協力をお願いします。

国保税の納付は口座振替がおすすめです
　国保税の納付を口座振替にすれば、納め忘れの心配がなくなり安心です。また、窓口で納付する
手間が省けますので、是非ご利用ください。

【口座振替ができる金融機関】
千葉銀行・いすみ農業協同組合・房総信用組合・千葉県信用漁業協同組合連合会・ゆうちょ銀行（郵便局）
※口座振替依頼書が各金融機関に用意してありますので、通帳及び通帳届出印をご持参のうえ、手続きし

てください。

◎治療を受けるときの注意
●健康保険は治療を目的としたものであり、健康保険の対象にならない場合もありますので、負傷の原

因は正確にきちんと伝えましょう。
●施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診察を受けましょう。
●平成22年9月の施術より、窓口支払いの領収証が無料発行されることになりました。医療費控除を受

ける際に必要になりますので、必ず領収証を受け取り、大切に保管しましょう。

問い合わせ　保健福祉課　保健事業班　ＴＥＬ　６８−６７１７

健康保険が使える場合 健康保険が使えない場合
◆医師や柔道整復師に、骨折、脱臼、打撲及び捻挫等（い

わゆる肉ばなれを含む。）と診断又は判断され、施術を
受けたとき。（骨折及び脱臼については、応急手当をす
る場合を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要
です。）

◆骨・筋肉・関節のケガや痛みで、その負傷原因がはっきり
しているとき。（日常生活やスポーツ中に転んで膝を打っ
たり、足首を捻ったりして急に痛みがでたときなど。）

◆単なる（疲労性・慢性的な要因からく
る）肩こりや筋肉疲労。

◆脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改
善のみられない長期の施術。

◆保険医療機関（病院、診療所など）で
同じ負傷等の治療中のもの。

◆労災保険が適用となる仕事中や通勤途
中での負傷。

柔道整復師による施術（整骨院・接骨院）
を受けられる方へ

11月は ちば国保月間 です

国保
ワンポイント
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プレミアム付商品券（一般）利用状況
　１０月末現在、８，２６７万３千円分（９５．
７％）のご利用がありました。
　プレミアム商品券のご利用については、１１月
１１日（水）をもちまして締切りとなりました。
　たくさんのご利用・ご協力誠にありがとうござ
いました。
[問い合わせ] 町商工会 ☎６８―２８１８

●
人
口

７
，８
０
５ 

（
▲
８)

男
３
，７
０
５　

女
４
，１
０
０

世
帯
数
３
，６
６
５

 

（
平
成
27
年
10
月
30
日
現
在
）

●
慶
弔

出
生
２　

死
亡
10

 

（
平
成
27
年
10
月
届
出
）

●
御
宿
分
署
の
出
動
状
況

火
災
発
生
件
数　

０　

救
急
件
数　

32　

 

（
平
成
27
年
10
月
中
）

●
交
通
事
故
発
生
件
数

発
生
件
数　

16

死
者
数　

０

負
傷
者
数　

25

 

（
平
成
27
年
１
月
１
日
～

平
成
27
年
10
月
31
日
）

●
ダ
ム
の
貯
水
状
況

貯
水
量　

５
３
７
，０
０
０
㎥

貯
水
率　

９
２
．７
％

 

（
平
成
27
年
11
月
２
日
現
在
）

●
町
浄
水
場
の
水
質
検
査

放
射
性
物
質
の
検
査
は
３
ヶ

月
に
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

●
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
利
用
状
況

乗
車
人
数　

延
べ
４
０
９
人

 

（
平
成
27
年
10
月
中
）

ま
ち
の
う
ご
き

　

県
立
鴨
川
青
年
の
家
で
、
も

ち
つ
き
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

き
ね
と
臼
を
使
っ
て
日
本
伝

統
の
も
ち
つ
き
を
体
験
し
、
あ

ん
こ
、
き
な
こ
、
納
豆
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
を
楽
し
め

ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
28
年
１
月
23
日（
土
）

　

９
時
～
14
時（
８
時
開
場
）

▼
定
員

　

30
人（
申
込
先
着
順
）

▼
対
象

４
歳
以
上
の
幼
児
又
は
小
学

生
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

▼
参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険

料
）

▼
申
込
方
法

　

12
月
23
日
（
水
）
９
時
か
ら

電
話
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

受
付
終
了
後
、
参
加
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
（
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
）
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
自
動
車
税
の
未
納

額
の
縮
減
の
た
め
、
11
月
か
ら

３
月
ま
で
を
滞
納
整
理
強
化
期

間
と
し
、
給
与
・
預
金
・
自
動

車
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
一
層

強
化
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
が
未
納
の
場
合

は
、
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

県
茂
原
県
税
事
務
所

☎
０
４
７
５

−

22

−

１
７
２
１

県
税
務
課

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
１
２
７

も
ち
つ
き
体
験
を実施

し
ま
す

自
動
車
税
の
滞
納
は

見
逃
し
ま
せ
ん
！

▼
申
込
期
限

平
成
28
年
１
月
16
日
（
土
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
・
会
場

〒
２
９
９

−

２
８
６
２

鴨
川
市
太
海
１
２
２

−

１

県
立
鴨
川
青
年
の
家

☎
０
４

−

７
０
９
３

−

１
６
６
６

FAX
０
４

−

７
０
９
３

−

５
４
９
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.echiba-sports.

org/kam
o/k-top.htm

l

御宿町活力ある　　　
ふるさとづくり寄附金

４月～１０月末日現在

寄附件数　　　寄附総額
　２５０件　　　 ５５２万５千円

ふ
る
さ
と

納

　
　税
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1 火
2 水 ●鶴亀教室・くらぶ　14:00～15:30　Ｂ＆Ｇ

3 木
4 金 ●健康運動教室　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ

5 土 ●イルミネーション（平成２８年１月１１日まで）
　御宿ウォーターパーク・月の沙漠記念館周辺

6 日 ●消防団防火デー

7 月
8 火 ●乳児相談　13:30～15:00　保健

9 水 ●鶴亀教室・くらぶ　14:00～15:30　Ｂ＆Ｇ

10 木
11 金 ●健康運動教室　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ

12 土
13 日
14 月
15 火 ●つくしくらぶ　13:30～15:30　保健

16 水 ●鶴亀教室・くらぶ　14:00～15:30　Ｂ＆Ｇ

17 木

18 金 ●子育て相談　10:00～11:30　御児
●健康運動教室　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ

19 土

20 日 ●サンデーオープン　9:00～12:00
●町民清掃

21 月
22 火
23 水
24 木

25 金

●介護保険料第６期納期限
●固定資産税第４期納期限
●国民健康保険税第６期納期限
●後期高齢者医療保険料第６期納期限
●健康運動教室　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ
●歳末夜警（３１日まで）

26 土
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木

タウンカレンダー　12月

保健：保健センター　公民：公民館　
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館

穭ひ
つ
じ
た田

の
畦あ

ぜ

よ
り
先さ

き

は
清し

み
ず水

川が
わ　

　
　
　

佐
藤
き
よ
み

神み
こ
し輿
練ね

る
浦う

ら

の
若わ

こ
う
ど人
減へ

り
つ
づ
け　
　

大
曽
根
利
枝

秋あ
き

深ふ
か

し
少し

ょ
う
ね
ん年
無む

し
ん心
に
草く

さ

を
ひ
く　
　
　

李　
　

泰
久

夜よ

わ半
に
聞き

く
鉄て

つ
ろ路

の
響ひ

び

き
秋
深
し　
　

桜
谷　

敬
蔵

白し
ら
か
べ壁
の
稜

り
ょ
う

線せ
ん

な
ぞ
り
月つ

き

渡わ
た

る　
　
　
　

佐
野
志
保
子

秋あ
き

晴ば
れ

や
い
ざ
洗せ

ん
た
く濯

と
袖そ

で

ま
く
る　
　
　

菊
池　

武
夫

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【菊・秋深し】

転こ
ろ

ぶ
子こ

の
膝ひ

ざ

拭ふ

く
兄あ

に

や
秋
深
し　
　
　

本
吉　

愛

祖そ

ぼ母
の
労ろ

う

つ
く
っ
て
知し

る
や
栗く

り

ご
は
ん　
本
吉
美
絵
子

御お
ん
じ
ゅ
く宿
や
月つ

き

の
砂さ

ば
く漠
に
秋あ

き

の
風か

ぜ　
　
　
　

澤
崎　

幸
子

礼れ
い
せ
つ節

の
空そ

ら

に
も
あ
り
て
雁か

り

の
列れ

つ　
　
　

小
野　

玲
子

踊お
ど

り
子こ

や
天あ

ま
ぎ城
一ひ

と
夜よ

の
牡ぼ

た
ん丹
鍋な

べ　
　

岡
本　

俊
康

一い
ち
わ
ん湾

の
汐し

お

の
濃の

う
た
ん淡

秋あ
き

深ふ
か

む　
　
　
　
　

鶴
岡
と
く
路

11

Onjuku 2015.11



まち

しごと
まち

しごと
－御宿創生－

発　行：御宿町　平成27年11月25日（水）／発行責任者：御宿町長　石田　義廣／編集：企画財政課／電話：0470−68−2511（代）
住　所：〒299−5192 千葉県夷隅郡御宿町須賀1522／ホームページ：http://www.town.onjuku.chiba.jp/

　人口の減少が進むなか、町では、平成２７年
度から３１年度までの５年間のまちづくり計画
である「御宿町総合戦略」を策定するため、御
宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定委員
会を立上げ、会議を開催しました。
　ここでは、今後の御宿町を担う方々にお話を
伺い、それぞれの分野からみた「まちづくりビ
ジョン」をご紹介します。

何
事
も
１０
年
続
け
れ
ば
祭
り
に
な
る

井上　晃一　さん（高山田・４０歳）
大学卒業後会社員を経て、現在新規就
農という形で、農作物の栽培・加工・
販売を始めた。無農薬にこだわった季
節の野菜・水稲、果樹、花等を、少量
多品目栽培している。

御
宿
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
育
て
る

　

私
の
実
家
は
兼
業
農
家
で
、
小
さ
い

頃
か
ら
農
業
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
安

心
・
安
全
・
新
鮮
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
消

費
者
に
農
作
物
を
届
け
た
い
と
思
い
、

農
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

年
に
１
０
０
種
類
ほ
ど
の
農
作
物
を

育
て
て
い
ま
す
。
毎
年
新
し
い
種
類
に

挑
戦
し
、
珍
し
い
も
の
で
は
、
紫
野
菜

や
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
、
御
宿
町
振
興

作
物
の
ハ
ラ
ペ
ー
ニ
ョ（
唐
辛
子
）
、

セ
ニ
ョ
リ
ー
タ（
ピ
ー
マ
ン
）な
ど
を
育

て
ま
し
た
。
ま
だ
知
名
度
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
ま
ま
栽
培
を
続
け
る
と
い

つ
か
御
宿
の
名
物
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
他
に
は
な
い
、
御
宿
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
を
作
り
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
移
住
・
定
住
促
進

　

移
住
・
定
住
促
進
の
視
点
か
ら
、
御

宿
町
体
験
ツ
ア
ー
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
大
規
模
で
な
く
て
も
、

定
期
的
に
開
催
し
、
御
宿
町
に
定
住
し

た
く
な
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、

来
て
く
れ
る
人
は
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
他
の
市
町

村
も
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
真
似
で
も

い
い
の
で
ま
ず
始
め
て
み
て
、
御
宿
町

に
合
っ
た
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
探
っ

て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
１
回
だ
け

で
は
結
果
が
出
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
10
年
続
け
れ
ば
祭
り
に
な
る
」

気
持
ち
で
、
取
組
み
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
の
会
議
で
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の

方
と
繋
が
り
が
で
き
た
の
で
、
協
力
し

て
一
緒
に
取
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

商
品
の
販
路
の
開
拓
を

　

農
作
物
や
加
工
品
（
餅
加
工
品
な

ど
）
は
、
朝
市
や
直
売
所
で
お
客
さ
ん

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
町
の
産
業
の
発
展
に
は
、
第

６
次
産
業
の
活
性
化
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
絡

め
な
が
ら
、
物
産
展
・
東
京
へ
の
出
張

Ｐ
Ｒ
販
売
な
ど
の
販
路
を
、
同
時
に

開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
す
。
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